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　2月末になり、2017年の主な私大入試も終わりつつあります。そこで、いつくかの私大入試を早速
チェックし、今年出題された評論の筆者を並べてみました。

2017私大入試［評論］出題筆者をチェック！

　ほんの一部の私大からピックアップしただけの一例ではありますが、新しい筆者、定番筆者とも、まん
べんなく出題されていることがわかります。赤字の筆者に注目してみました。
　今井むつみ氏は、慶應義塾大学環境情報学部教授。認知科学が専門分野です。出題された文章は『学び
とは何か』という、2016年 3月刊行の岩波新書からの抜粋でした。この他、『ことばと思考』（岩波新書）、
『ことばの発達の謎を解く』（ちくまプリマー新書）などの著作があります。
　岸政彦氏は、龍谷大学教授。社会学者でありながら、2016年に『ビニール傘』で芥川賞にノミネート
されました。今後、入試でも名前が見られる機会が増えてくるかもしれません。
　森田真生氏は、数学の研究者。独自の活動を続けていますが、小林秀雄賞をとった『数学する身体』（新
潮社）が広く知られ、今年の入試もこの本から出題されています。
 　また、坂口安吾「茶番に寄せて」は、早稲田大学政経学部での出題ですが、同じ早稲田大学国際教養学
部にて、2010年に出題されていました（採録箇所は完全に同じではなく、設問も違いますが）。同じ大学
内でも数年前に出たからもう出ないと安心できるものではなく、むしろこういった定番の文章は、いつど
こで複数回出てもおかしくないということがよくわかります。
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付属品

2017年 5月、現代評論シリーズが完成します！

建築／言語／「羅生門」論／貨幣　など、さ
まざまなジャンルの評論文を12本掲載して
います。
取り組みやすい2000～3000字の評論を中
心に、最長5000字のものも掲載しています。

桐原書店の評論集

新しいテーマを扱った神里達博氏や吉川浩満氏
の文章、また定番の鷲田清一氏、河野哲也氏、
池内了氏、さらに作田啓一氏の「こころ」
についての評論など、充実の 20本を掲載。
2500～8000字の評論を厳選。

好評発売中 5月刊行予定

評論を読み解くための補助資料、生徒用「読解サポートブック」が付属します。
また、授業や評価を効率よく進めるために「整理ワーク」「評価問題A・B」「指導用資料」「テキストデータ」
といったデータを提供します。
※「読解サポートブック」・各データは、学校採用のみの提供です。
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